



集』半紙本十五冊がある。文久元年（一八六一）から文久二年（一八六二）にかけて書写されたもので、写しとしてはさ程古くはないが、狂言台本として八十四曲を収めるほか餅酒などの小舞も書きとどめ いる。 内容を調査すると、「是ハ此隣の者て御座る」 （心奪ほか）のように「あたり」を「隣」の字を用いて記す鷺仁右衛門派の特徴を持ち、台本としては『鷺賢通本 に酷似するものであることが判明した。したがって、 『日本古典全
　
狂言集』上中下（朝










































































































































































































































































































































































































































社なれ我等躰のいやしき者迄 心慰はらす事て御座ルイヤ何角 内 則是じや毎塀越に能見ゆるか不
ママ
不思儀や見へぬかとちへ 植替られた物て御座ふやあらとこ許にあるそヱイあれに木末か少し見ゆるか彼 そふな毎花の時分にハ是から能見 たか定て秘蔵召 ゝ桜じやに依奥へ植替られたと見へた是から 木末か見へてさへ各別な花て御座るに花 下
モト
へ参て御座ふな










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































名をは惣八と申者 某元 新発意立のて御座つたか経陀羅尼ハ申に及す学文迄随分情を し







































































































某か読ふ程に其方是 ちよつと料理つておくりやれ其方ハむさ した事をおし る出家のなりて何と魚料らるゝ物しやそ
　
はて扨律儀な事をおしやる両人
より外に見る人もなひ程に平に料理ツておくりやれ夫ならハ料理ツておま ふ去なから此躰てハ如何ないや是に幸ひしゆ巾か有る是て肩を て もれ
　
シテ
心得た
よふおりやるか
　
中能ふおりやる先此経を渡す程に高
らかに読ふてたもれ
　
心得た
　
扨此経を何経しやと思し
ますそたしか仁王経とやら仰られた
　
いや〳〵
− 101 −
仁王経てハない是ハ忍王経といふて祈祷第一の経ておりやる夫其忍王経ておりやるおりやつた
　
此様な経をハ逆様にも
読事じや
　
さふ有ふとも随分高らかに読しませ
心得た
　
何とたて板に水を流す様におりやらふ
　
いさき
よい事ており る
　
さあ〳〵早ふ料理ツてたもれ
心得た扨料理には習の有る事じや先魚を洗ふて真那板を引寄惣して海の前川の後といふて此鯛ハ海の魚なれは腹を前 して先こけをさつ〳〵とふく事じや
　
ヲヽ皮をむくハ〳〵
　
いや〳〵皮をむく
とハ精進物の事じや魚類ハ鱗とも苔とも申する尤じやよ
　
扨魚頭をついて
　
かふを切るか
　
笑いや〳〵
是もかふとハ云ぬ の頭と書
カイ
て魚頭といふ
　
何じや
魚の頭と書て魚頭
　
中よふ覚さしませ
　
心得た
扨此鯉もうろこを いて
前之通
扨此鯛をハ何にせひ
と仰られたそ
　
其赤のか
　
中此鯛ておりやるわい
の
　
夫をハ汁にすると仰られた
　
扨料理にお好ハ
なかつたか
　
何とやら仰られた汁にする程に夫輪切にし
てとやら輪にはやしてとやら仰られた
　
何しや輪〳〵笑
夫に精進物の事じや汁ならハ背切ておりやらふ
　
夫
其背切 有ツた
　
さあ〳〵経を読しませ
　
心得た
扨此鯉ハ何にする じや
　
其黒いをハ何とやら仰られた
夫さゝかしとやら仰られた
　
何じやさゝがし〳〵
笑夫ハ差身てをりやらふ
　
夫指身ておりやる
是もお好ハ無ツたか
　
夫も細〳〵こま〳〵とやら
仰られた
　
笑是ハ鯉しやに依て定て細作りて有ふ
其細作りてあつた
　
さあ〳〵高らかに読しませ
心得た
　
両人の者に役
ヤク
を申付て御座るか最早
料理ハ出来たか知らぬ参つて様子を見ませう是ハ如何な事扨も〳〵腹の立事哉某はだまされ 料理人か経をよミ出家が料理を致す扨も〳〵憎イ奴哉やい〳〵〳〵〳〵己等ハ憎奴の夫ハ何事じや鯛て ないか
　
出家
誠に鯛て御座る
憎イ奴の只置事て なひそ
　
真平免て被下い〳〵〳〵
やいそこな奴夫ハ勿躰なひ経てハないか
　
誠に経て
御座る
　
憎奴の何としてくりうそ
　
真平免て
被下い〳〵
　
あの大擲者とちへ逃るそ人ハなひか
とらへて呉い
　
やるまいそ〳〵
	
（熊澤美弓）
